




































































































































































































































































































































































































































































































男有業 女有業 男無業 女無業
必要時間 11．10 10．54 12．20 11．36
丁目性時間 6．31 5．15 0．16 0．18
家事時間 0．16 3．03 0．41 5．09
自由時間 6．04 4．47 10．43 6．57
共働きの親， 大家族片親世帯
男有業 女有業 男無業 女無業
必要時間 11．39 11．！5 12．34 12．06
契約性時間 6．06 5．16 0．12 0．18
家事時間 0．11 2．05 0．28 2．50
自由時間 6．05 5．24 10．45 8．48
専業主婦の親， 大家族片親世帯
男有業 女有業 男無業 女無業
必要時間 11．05 10．48 12．25 12．19
契約性時間 6．28 6．34 0．02 0．07
家事時間 0．12 1．27 0．33 1．40































必要時間 10．05　　　　9．46 10．07 9．49
契約性時間 6，50　　　　6．15 7．09 5．33
家事時間 O．37　　　　4．23 0．34 4．41





必要時間 10．06　　　　9．50 10．18 10．03
契約性時間 6．12　　　　3，07 6．18 3．30
家事時間 0．33　　　　5，27 0．29 5．45






契約性時間 6．18　　　　0，04 6．22 0．08
家事時間． 0．27　　　　7．40 0．41 8．44


























契約性時間 2．21　　　　1．05 2．28 1．．09
家事時間 0．59　　　　5。38 0．49 5．52





必要時間 11．20　　　　10．50 11．15 ！0．41
契約性時間 2．15　　　　0，02 2．47 0．05
家事時間 1．12　　　　6．39 1．18 7．32
自由時間 9．13　　　　6．29 8．40 5．42
注）図2－1に同じ
資料）社会生活基本調査　1991
日にかなり家事を手伝うことは事実だが（連合総研調査と同じ結果），妻の
就業状態とは無関係だということである。妻に働いてもらっているという
「負い目」は，どこにも感じられない。
　また働く妻の側からみると，平日の家事時間の少なさを休日に取り戻して
いる。核家族フルタイムで，平日3時間38分から土曜日4時間23分，日曜日
5時間26分間増えている。この増え方がもっとも激しいのは，フルタイム大
家族両親世帯’Cあり，平日3時間23分から日曜日は6時間11分になる。パー
トタイムはごくわずか増えるだけである。専業主婦は平日の8時間から日曜
日の6時間39分に減少する。これでもフルタイム妻より1時間も多い。経済
企画庁調査にもみられた日本の専業主婦の家事時間の多さは，謎の行動であ
る。もちろん，イギリスの研究でも「パーキンソンの法期」にしたがう家事
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世帯類型からみた勤労者の生活時間配分の国際比較　737
労働というのもあるが。そして日曜日の自由時間であるが，妻の就業状態に
かかわらずほぼ同じ時間である（フルタイムが少し短いが契約性時間も少な
からずあるので）。休日の自由時間は，しっかり確保するといった行動パ
ターンがよみとれる。
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